


※原則、同時適用を受けることはできませんが、バリアフリー改修軽減と省エネ改修軽減との同時適用は、
受けることができます。 
軽減措置を受けようとする方は、原則として改修工事完了後　3　カ月以内に関係書類を添付の上、各種
固定資産税減額申告書を税務課資産税係に提出する必要があります。 
なお、提出後必要に応じて、現況の確認をさせていただく場合があります。 

詳しくは、税務課資産税係（内線176～179）へどうぞ。 

※対象床面積は、　1　戸当たり120m2相当分まで 



 
毎年　1　月　1　日現在（賦課期日）に、市内において固
定資産（土地・家屋・事業用の償却資産）を所有する
人に納めていただく税金です。固定資産税は、固定資
産に対する適正な時価を基に算定され、固定資産を取
得した翌年から課税されます。 

 
都市計画事業（交通施設・公園・上下水道などの公
共施設の整備）や土地区画整理事業に必要な費用に充
てるための税金です。都市計画法による都市計画用途
地域内に所在する土地・家屋に対し、固定資産税と併
せて課税されます。 

 
土地の評価額は、土地の利用状況を考慮して評価し
ます。基準年度（平成21年度）の価格が　3　年間据え置
かれることが原則となっていますが、宅地の評価にお
いては、価格が下落したと認められる場合は、評価額
を修正する特例があります。 

 
建築物価などの単価を見直し、基準年度において評
価対象家屋と同程度のものを新築した場合に掛かる建
築費用（再建築価格）を算出します。この価格に基準
年度における経過年数に応じた補正率を乗じて評価額
を算出します。評価額が前年度の価額を超える場合は、
価額が据え置かれます。 

 
新・増築家屋の評価調査に順次お伺いしています。
なお、あらかじめ都合の良い日時を連絡いただければ、
それに合わせて訪問させていただきます。 

 
翌年度から、その家屋については課税されません。
しかし、取り壊しの確認が困難な場合など、翌年度も
課税されてしまうことがありますので、家屋を取り壊
したときは、お早めにご連絡ください。 

 
総務省から示される固定資産評価基準に基づき、評
価額を決定します。この評価額は、　3　年ごとに見直し
（評価替え・下段参照）を行います。 
 
評価額に住宅用地の特例措置や土地の税負担の調整
措置を適用した価格が、課税標準額となります。 
 
税額は、課税標準額に税率【固定資産税：1.4％、

都市計画税：0.3％】を乗じたものです。 

決定された税額は、毎年　4　月に納
税通知書によって市から納税義務者
に通知され、課税明細書も併せて送
付されます。 
ただし、市内に同一人物が所有する土地・家屋・償
却資産それぞれの課税標準合計額が免税点【土地：30
万円、家屋：20万円、償却資産：150万円】に満たな
い場合は、固定資産税が課されません。所有する資産
がすべて免税点未満の方には、納税通知書は送付され
ませんのでご了承ください。 



秘書広報課職員係（内線206・207） 

この公表は、人事行政の運営などの状況を皆さんにお知らせすることにより、その公正性・透明性を高める
ことを目的として、「土岐市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき行われるものです。 









空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
1
月
か
ら

9
月
末
日
ま
で
の
火
災
件
数
は
33
件
で
、

昨
年
の
同
時
期
よ
り
13
件
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。
 

11
月
9
日
〜
15
日
は
、
秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

自
分
の
家
や
地
域
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、

火
の
取
り
扱
い
に
は
、
十
分
注
意
し
ま
し

ょ
う
。
 

   
  ○

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
 

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
 

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
 

 ○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
 

○
寝
具
、衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
、防
炎
品
を
使
用
す
る
 

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
 

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る
 

火
災
予
防
運
動
に
合
わ
せ
、
市
内
の
小

中
学
校
か
ら
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
募
っ
た
と
こ

ろ
、
1
2
8
点
の
応
募
が
あ
り
、
次
の
2

人
の
児
童
が
岐
阜
県
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

〈
敬
称
略
〉
 

■
財
団
法
人
岐
阜
県
消
防
協
会
長
賞
 

 
■
岐
阜
県
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
運
営
協
議
会

長
賞
 

 こ
の
ほ
か
、
上
位
入
賞
作
品
を
11
月
上

旬
よ
り
消
防
本
部
・
市
役
所
・
南
消
防
署

な
ど
で
巡
回
し
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。
 

詳
し
く
は
、
市
消
防
本
部（
　
○53　
0
 

1
2
3
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

ち
ょ
っ
と
し
た
「
目
配
り
」・

「
気
配
り
」
で
、
子
ど
も
を
虐
待

か
ら
救
え
ま
す
。
 

  
①
「
お
か
し
い
」と
感
じ
た
ら
迷

わ
ず
連
絡（
通
告
し
て
く
だ
さ
い
） 

②
「
し
つ
け
の
つ
も
り
・
・
・
」

は
言
い
訳
（
子
ど
も
の
立
場
に

立
っ
て
判
断
し
ま
し
ょ
う
）
 

③
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
（
あ

な
た
に
で
き
る
こ
と
か
ら
即
実

行
し
ま
し
ょ
う
）
 

④
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

（
子
ど
も
の
命
を
最
優
先
し
ま

し
ょ
う
）
 

⑤
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起

こ
り
得
る
（
特
別
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）
 

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
、
売
買
春
・
人
身
取
引
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
が
、

今
月
行
わ
れ
ま
す
。
 

あ
な
た
の
身
近
で
こ
の
よ
う
な

暴
力
が
起
き
て
い
ま
せ
ん
か
？
身

近
な
暴
力
を
許
さ
な
い
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
も
、
一
人
で
悩
ま

ず
に
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

  　
0
5
8
　

―
　

2
7
8
　

―
　

0
8
5
8
 

9
時
〜
12
時
、13
時
〜
17
時
、日
曜
〜

木
曜（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
） 

詳
し
く
は
、
児
童
課
ま
た
は
総

合
政
策
課（
内
線
2
1
3
）へ
。
 

詳
し
く
は
、
児
童
課
ま
た
は
東

濃
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー（
　
○23　

1
1
1
1
・
内
線
4
0
4
）へ
。
 





市
で
は
、
毎
年
11
月
に
　
土
曜
の
朝
に

ち
ょ
っ
と
い
い
話
　
と
題
し
て
、
男
女
共

同
参
画
推
進
講
座
を
開
催
し
て
お
り
、
今

年
で
5
年
目
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
講
座
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら

講
師
の
方
を
お
招
き
し
、
ち
ょ
っ
と
い
い

だ
け
で
は
な
く
、
大
変
い
い
、
し
か
も
楽

し
い
内
容
の
も
の
を
企
画
し
、
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
か
ら
も
大
変
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

今
年
は
、
い
ま
一
番
、
わ
た
し
た
ち
の

身
近
で
関
心
の
強
い
テ
ー
マ
を
3
つ
取
り

上
げ
、
開
催
し
ま
す
。
 

1
つ
目
に
、土
岐
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

で
栄
養
士
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
市
内

小
中
学
校
の
給
食
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た

三
輪
や
よ
い
先
生
に
よ
る
「
日
本
の
伝
統

食
　
お
せ
ち
で
食
育
　
」
と
題
し
た
お
せ

ち
料
理
の
調
理
実
習
で
す
。
 

大
人
も
子
供
も
毎
日
、
口
に
し
て
い
る

食
べ
物
の
こ
と
、
食
の
安
全
に
つ
い
て
、

い
ま
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

2
つ
目
と
し
て
、
多
治
見
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
会
長
の
神
戸
信
之
先
生
に
よ
る

「
人
権
は
思
い
や
り
」
と
題
し
て
の
講
演

会
で
す
。
 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
は
、
男
女

が
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
が
基
本

で
あ
り
大
切
な
こ
と
で
す
。
市
教
育
委
員

会
が
主
催
す
る
「
は
な
の
木
大
学
」
の
全

体
学
習
で
、
は
な
の
木
大
学
生
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
、
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

3
つ
目
に
、
家
族
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
エ

ッ
セ
イ
ス
ト
宮
本
ま
き
子
先
生
（
「
熟
年

離
婚
」
よ
り
「
孫
育
て
」
の
著
者
）
に
よ

る
「
女
と
男
と
で
支
え
る
家
族
と
社
会
」

と
題
し
て
の
講
演
会
で
す
。
 

私
た
ち
が
健
康
で
、
楽
し
く
、
心
地
よ

く
、
生
活
し
続
け
る
た
め
に
は
、
や
は
り

希
望
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
目
指
す

こ
と
が
大
切
で
す
。
岐
阜
県
が
主
催
す
る

「
女
と
男
の
は
あ
も
に
ぃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

（
会
場
：
海
津
市
文
化
セ
ン
タ
ー
）に
一
緒

に
出
掛
け
ま
せ
ん
か
？
 

申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
総
合
政
策

課
（
内
線
2
1
3
）
ま
た
は
本
紙
と
同
時

配
布
の
全
戸
回
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

印
鑑
登
録
で
き
る
の
は
、
土
岐
市

に
住
民
登
録
か
外
国
人
登
録
さ
れ
て

い
る
満
15
歳
以
上
の
方
で
す
。
 

ひ
と
 

ひ
と
 

ひ
と
 

ひ
と
 



 
短歌と俳句は、どちらも五音と七音の組み合わせによ

ってできる短い詩です。遠い昔に生まれて、今もその形
が守られ、わたしたちの生活の中に生き続けています。 

高
学
年
が
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど

で
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
を
、
地
域
に
向

け
て
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
て
3
年
に
な

り
ま
す
。
 

               毎
年
、
4
年
生
は
、
公
民
館
を
お
借
り

し
、
地
域
の
方
を
招
待
し
て
「
し
ろ
や
ま

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
案
内

状
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
か
ら
会
場
の

設
営
、
当
日
の
進
行
ま
で
、
で
き
る
限
り

自
分
た
ち
の
手
で
行
う
、
手
作
り
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。
市
の
小
中
音
楽
会
を
目
標

に
、
響
く
歌
声
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き

た
自
慢
の
合
唱
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
、
参
観
し

て
い
た
だ
く
多
く
の
老
人
の
方
々
と
一
緒

に
歌
え
る
童
謡
な
ど
を
披
露
し
ま
す
。
 

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

年
々
地
域
に
定
着
し
、

開
催
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
地
域
の
方
も
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

昨
年
も
、
公
民
館
の
大

ホ
ー
ル
が
満
席
に
な
る

ほ
ど
の
方
々
に
来
て
い

た
だ
け
ま
し
た
。
 

今
年
の
4
年
生
も
、
3
年
生
の
時
に
一

つ
上
の
先
輩
が
行
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
見

た
経
験
か
ら
、
あ
こ
が
れ
の
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
て
、
自
分
た
ち
も
「
し
ろ
や
ま

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
素
晴
ら
し
い
も
の
に
し

て
い
き
た
い
と
い
う
願
い
を
も
っ
て
い
ま

す
。
き
っ
と
、

先
輩
た
ち
に
負

け
な
い
も
の
を

創
り
上
げ
て
、

伝
統
を
引
き
継

ぐ
と
と
も
に
、

こ
の
こ
と
を
通

し
て
高
学
年
に

な
る
自
信
を
培

っ
て
い
っ
て
く

れ
る
も
の
と
思

い
ま
す
。
 

第
4
回
と
な
る
「
し
ろ
や
ま
コ
ン
サ
ー

ト
」
は
2
月
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
 

ぜ
ひ
、
ご
参
観
く
だ
さ
い
。
 



給食センターでは、毎年、実際に給食を作っている
調理員が給食時間に学級を訪問し、子どもたちと一緒
に給食を食べる「ふれあい給食」を実施しています。
今年度は、小学校　4　年生のすべてのクラスを訪問させ
ていただく予定にしています。 

子どもたちと給食を共にし、給食を作っている様子
など話しながら、触れ合うことにより、今後のおいし
い給食づくりに役立てることを目的としています。 
また、子どもたちも毎日給食を作ってくれる人と一

緒に食べる活動を通して、給食を作る苦労などを知り、
食べ物を大切に感じてもらえたらと願っています。 

　9　月の学校給食では、　9　月、10月に行なわれる「運動会」を意識
して「丈夫な体をつくろう！」を目標としました。体をつくるもと
になる「タンパク質」が多く含まれるさまざまな食品を使った料理
を考えてみました。今日は、その中でも人気が高かった「厚揚げの
鉄火みそかけ」を紹介します。 

 
　　　①三十一（31）音　　②十七（17）音　　③季語 
　　　①（イ）　　②（オ）　　③（キ）　　④（ウ）季語…五月雨　　⑤（ア）季語…菜の花　　⑥（エ）季語…赤蜻蛉　　⑦（カ）季語…大根の葉 
 



 
 
市民 
 
 

11月26日（水）  
 
11月28日（金） 
 
 
11月27日（木） 
 
 
12月　3　日（水） 
 
 
12月　5　日（金） 
 
 
 

11月28日（金）  
 
 
 

11月25日（火） 
 

午前10時～11時30分 
午後　1　時30分～　3　時 
 
午前10時～11時30分 
 
 
午後　1　時～　3　時30分 
 
 
午前10時～午後　1　時 
 
 
午前10時～午後　1　時 
 
 
午後　1　時15分～　2　時 
 
 
午後　1　時15分～　2　時30分 
 
 

午後　1　時～　2　時30分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
保健センター 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
東濃保健所 
 

相談員：保健師・管理栄養士 
みそ汁の塩分測定を希望の
方は、当日朝の、みそ汁を
50ml程お持ちください。  
定　員：20人（先着順） 
先着10人まで託児可能 
締め切り：11月25日（火） 

定　員：20人（先着順） 
締め切り：11月26日（水）  

定　員：20人（先着順） 
締め切り：11月28日（金）  

血圧測定 
尿検査など 
 
歯の健診・相談 
歯みがき指導  

要予約 
東濃保健所（　○23 1111・内
線362）または保健センター 

 
 
11月24日（月・休） 

 
 
午前　9　時～午後　3　時 

丹羽歯科医院
肥田浅野矢落
町　1　－25 
　○55 3010

 
受診される際は、医療機関
へお問い合わせの上、お出
掛けください。 

乳幼児の保護者  
 
市民 
 

　4　カ月健診を受けられ
たお子さんの保護者  

　3　歳児健診を受けられ
たお子さんと保護者  
 
妊婦 
 
 
 

市民  
 
 

不眠・ふさぎ込む・怒
りっぽい・認知症など
でお悩みの方  
 
平成19年11月以前に生
まれた　2　歳未満のお子
さん 
 
 
 
 
平成20年　7　月以前に生
まれた　7　歳半未満のお
子さん 
 
 
 

※個別予防接種の申し込みは、保健センターへFAX（○53　0095・送信後の電話確認をお願いします）または市のホームページからお申し込みく
ださい。 

※接種は12月からですが、11月25日（火）以降に申し込みされた医療機関で、接種日時を予約の上、接種してください。 
※接種前には、市が配布した「予防接種と子どもの健康」をよく読み、予診票に必要事項を記載し、母子健康手帳を持ってお出掛けください。 

①麻しん、風しん両方にかかったことがないお子さんは、接種の対象になります。 
②麻しん、風しんのいずれかにかかったことがあるお子さんは、接種の対象になります。 
③麻しん、風しん両方にかかったことがあるお子さんは、接種はできません。 
該当するお子さんは、11月17日（月）までに保健センターへお申し込みください。 

①平成20年　7　月生まれのお子さんは、保健センターで実施するＢＣＧ予防接種時に申
し込みの受け付けをします。 

②平成20年　6　月以前に生まれた　7　歳半未満のお子さんで、　3　種混合予防接種を　3　回接
種したことがなく、今までに申し込みをされていない場合は、11月17日（月）まで
に保健センターへお申し込みください。 

③平成19年11月までに　3　種混合予防接種（初回）を　3　回接種終了されているお子さん
は、追加接種を11月17日（月）までに保健センターへお申し込みください。 

※百日せきと診断されたことがある場合は、保健センターへご相談ください。 

皆さん体を動かしていますか？適切な運動は、肥満や生活習慣病の予防・改善、ストレスの解消に効果があります。 
運動が体にいいということを知っている方は多いと思いますが、実際に運動をしている方は少ないのではないでしょ

うか？ 
そこで、楽しく体を動かし、運動を始めるきっかけとして、この教室に参加してみませんか？ 
 
 



故加藤た禰氏によって収集された美
濃桃山陶や明治時代に制作された西浦
焼など貴重な資料180点の魅力を紹介
します。 
◆会期　12月23日（火・祝）まで 
◆場所　岐阜県陶磁資料館 
◆入館料　　大人300円　　大学生200
円　　高校生以下無料 
※15人以上の団体は、　2　割引。優待券
（　1　年間、何度でも入館可）1,000円 
◆会期中の休館日　毎週月曜日（11月
　3　日・24日を除く）、11月　4　日（火）・
　5　日（水）・25日（火）・26日（水） 
◆開館時間　午前　9　時30分～午後　5　時
（入館は、午後　4　時30分まで） 
詳しくは、（財）岐阜県陶磁資料館へ。 
 
 
 
 
岐阜労働局では、県内で働くすべて

の労働者に適用される「岐阜県最低賃
金」を10月19日から、時間額696円
（11円引き上げ）に改正しました。 
詳しくは、岐阜労働局賃金室へ。 

◆日時　12月　4　日（木）午後　1　時30分～
　3　時30分 
◆場所　土岐商工会議所 
◆テーマ　「ヒット商品から学ぶ最近
のトレンドとこれからの注目ビジネス」 
◆講師　北村森氏（日経トレンディ前
編集長） 
◆定員　100人（先着順） 
◆入場料　無料 
◆申し込み　11月25日（火）までに、
①住所②氏名③連絡先を、電話または
ＦＡＸ（○54　1188）で土岐商工会議所「12
月　4　日経営セミナー」係へお申し込み
ください。 
詳しくは、土岐商工会議所へどうぞ。 
 
 
 
 
普段の生活の中で、食品の表示に対

して感じた「？」にお答えします。 
「？」を感じたら、気軽に連絡して

ください。 
詳しくは、東海農政局岐阜農政事務

所地域第三課（　0573-68-3838）へ。 

●法務大臣表彰（人権擁護委員功績） 

神戸信之さん（肥田町） 
 
 

次の皆さんからご寄付をいただきま

した。温かい善意をありがとうござい

ました。 

■市史編さん室に　水野欽平様（肥田
町）＝水野家文書（古文書）46点 
■社会福祉向上のために　　加藤規江
子様（泉町）＝拡大読書器（198,000円
相当）　　伊賀豊隆様（土岐津町）＝
車イス　　（株）サンマート（日本料理
竜庵）様＝金9,206円　　土岐市理容
組合様＝金54,000円、タオル100本
　東濃地区社会福祉事業協力会様＝金
40万円 
■環境保全のために　東濃信用金庫
様＝金18万円 
■駄知小学校に　駄知町えんけい同年
会厄祭会様＝一眼レフデジタルカメラ・
プリンター（計15万円相当） 
■恵風荘に　陶都信用農業協同組合
様＝精米100kg 
■妻木小附属幼稚園に　申酉会様＝パ
ウチラミネーター一式・パワードボイ
ス（計　5　万円相当） 



夫・パートナーからの暴力や職場な
どでのセクハラ、ストーカー行為など、
女性をめぐる人権相談に応じます。 
◆日時　11月17日（月）～23日（日・祝） 
午前　8　時30分～午後　7　時（土・日曜日
は、午前10時～午後　5　時） 
◆電話番号　　0570-070-810 
◆相談費　無料 
◆相談担当者　人権擁護委員（主に女
性委員） 
詳しくは、岐阜地方法務局人権擁護
課（　058-245-3181）へどうぞ。 
 
 
 
 
◆日時　11月23日（日・祝）午後　1　時～
　4　時（受け付け＝午後　0　時30分～　3　時） 
◆場所　まなびパークたじみ 
◆内容　　専門医による医療の相談
　相談員による福祉の相談　※待ち時
間には同じ病気の仲間や患者会の方と
交流ができます。 
◆相談方法　面談 
◆相談費　無料 
詳しくは、岐阜県難病団体連絡協議
会（　058-252-3567）へどうぞ。 
 
 
 
 
◆日時　12月12日（金）午後　1　時～　3　時
30分 
◆場所　瑞浪市総合文化センター 
◆対象　45歳以上で在職中の方、定年
間近の方（離職者も可）など 
◆定員　30人（先着順） 
◆演題　「あなたはまだ、無駄な保険
にお金を払い続けますか？」 
◆講師　尾関大輔氏（ファイナンシャ
ルプランナー） 
◆参加費　無料 
詳しくは、（社）岐阜県雇用支援協
会高齢者相談サービス課（　058-252-
2323）へどうぞ。 

市では、成人式典を開催します。土
岐市に住民登録されている方（12月　1　
日現在）には、12月初旬に案内状を送
付します。 
◆期日　平成21年　1　月12日（月・祝） 
◆対象　昭和63年　4　月　2　日から平成元 
年　4　月　1　日生まれの方 
※住民票を他の市町村へ移された方で、
式典に参加希望される方は、生涯学習
課へご連絡ください。 
詳しくは、生涯学習課へどうぞ。 
 
 
 
 

◆日時　12月　7　日（日）午後　2　時開演 
◆場所　瑞浪市総合文化センター 
◆演題　「おとぼけキッズの友情事件
簿！」、「歌のお姉さんとみんなの輪」 
◆入場料　無料 
詳しくは、東濃人権啓発活動地域ネ

ットワーク協議会（瑞浪市役所市民課
　○68　2111・内線105）へどうぞ。 
 
 
 
 
本展では、江戸時代初期に生まれた

茶陶の新しい流行に注目し、流行が転
換する様子とその背景、また、美濃が
どのようにその変化に対応したのかに
ついて、収蔵品を中心に紹介します。 
◆会期　12月　7　日（日）まで 
◆場所　美濃陶磁歴史館 
◆入館料　　大人200円　　大学・高
校生100円　　中学生以下無料 
※20人以上の団体は、割引制度有り 
◆会期中の休館日　毎週月曜日（11月
　3　日・24日を除く）、11月　4　日（火）・
25日（火） 
◆開館時間　午前10時～午後　4　時30分
（入館は、午後　4　時まで） 
詳しくは、美濃陶磁歴史館へどうぞ。 

◆募集期間　11月　6　日（木）～13日（木） 
◆資格　現在、住宅に困っている方で
次の条件を満たすこと　　市内に居住
または勤務している方　　現に同居し、
または同居しようとする親族があるこ
と（入居予定日から　3　カ月以内に結婚
し、同居する方を含む）　　入居者全
員の所得（控除後）の合計が一定基準
以内で、市税を完納していること　　申
込者および同居しようとする親族が暴
力団員（「暴力団員による不当な行為
の防止等に関する法律」第　2　条第　6　号
に規定する暴力団員）でないこと 
◆その他　　入居日は、12月下旬を予
定　　入居者全員の所得が分かる書類
（源泉徴収票や所得課税証明書など）が
必要です。　　住民票（世帯主名・続
柄・本籍の記載があるもの）が必要です。 
詳しくは、市ホームページもしくは

都市計画課住宅係へどうぞ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
市観光パンフレットの全面改訂に伴

い、グルメ情報を紹介するコーナーに
掲載する市内の飲食店や菓子店などを
募集します。掲載は、有料です。 
詳細は、市ホームページでご覧いた

だけます。 
詳しくは、商工観光課へどうぞ。 




